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To Our Shareholders

通期の見通しにつきましては、原材
料・エネルギー価格の高騰や円安等
による物価上昇、ウクライナ情勢の
長期化および中東情勢の緊迫化によ
る景気への影響が懸念されるなど、
先行きは依然として不透明な状況が
続いております。
通期の業績予想は、右の表のとおり
となっております。現段階におきま
しては、本年5月10日に公表しまし
た業績予想値から変更はございませ
ん。
また、当期の年間配当予想につきま
しても期初予想の1株当たり20円か
ら変更ございません。今後も株主の
みなさまへの利益還元を一層強化で
きるよう努めてまいります。

※上記表の連結「当期純利益」は親会社株主に帰属する当期純利益を表示しております。

通期業績の見通し
連　　結  単　　体 

売　上　高 24,000百万円
（前期比4.7％減）

20,500百万円
（前期比7.2％減）

経 常 利 益 550百万円 400百万円
当期純利益 550百万円 400百万円

フィス家具製品の需要が堅調に推移した一方、検査計測機器
事業のFPD向け検査装置および産業機器事業の半導体関連
向け電磁アクチュエータの販売が低調に推移いたしました。
この結果、主に検査計測機器事業および産業機器事業の販
売の減少により、当中間連結会計期間の売上高は9,661百万
円で、前年同期比1,906百万円、16.5％の減収となりました。
利益面につきましては、減収にともなう粗利益額の減少等に
より、営業損失398百万円（前年同期は営業利益75百万円）、
経常損失381百万円（前年同期は経常利益172百万円）とな
りました。また、親会社株主に帰属する中間純損益は、特別
利益に投資有価証券売却益を計上したこと等により、親会社
株主に帰属する中間純損失106百万円（前年同期は親会社株
主に帰属する中間純利益263百万円）となりました。

株主のみなさまには、平素から格別のご高配を賜り、
厚くお礼申し上げます。
当社の第72期中間連結会計期間の業績ならびに
通期の見通しについて、
次のとおりご報告させていただきます。

当中間連結会計期間（2024年4月1日から2024年9月30日
まで）におけるわが国経済は、設備投資に持ち直しの動きが
みられるなど景気は緩やかな回復基調で推移いたしました。
一方で、原材料・エネルギー価格の高騰や円安等による物価
上昇、ウクライナ情勢の長期化および中東情勢の緊迫化によ
る景気への影響が懸念されるなど、先行きは依然として不透
明な状況が続いております。
このような状況において当社グループでは、中長期的には成
長が期待される半導体関連向け製品の開発および販売強化に
努めるとともに、当社グループの主力事業の一つであるオ
フィス家具事業においては、新しいオフィスのあり方に対応
した製品分野の事業展開に注力してまいりました。
主力事業の概況につきましては、住生活関連機器事業のオ

代表取締役社長

中間連結会計期間の概況

通期の見通し
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インフォメーション Informationインフォメーション Information

当社に魅力を感じている点は何ですか？

当社に対するご意見、ご感想（一部抜粋）

今後、ホームページや株主通信について充実
を希望する情報は何ですか？

タカノ通信Vol.57においてお願いをいたしましたアンケートでは、多くのみなさまにご回答をいただき誠にありがと
うございました。経営に関するご意見、製品に関するご意見、また社員への労いのお言葉を頂戴するなど、大変貴重
なお声をいただきました。みなさまからのご回答につきましては、ひとつひとつ真摯に受け止め、今後の経営に活か
してまいります。
以下に、みなさまからのご回答の一部をご報告いたします。

●経営方針について ●利益水準について

●財務基盤について ●情報公開について

明確である
81.6%

安定
67.7%

高い
17.1%

ふつう
67.0%

積極的
25.2%

ふつう
68.2%

わかりにくい
14.1%

不安定

6.5%

無回答

3.5%

無回答

3.8%
無回答

3.7%

無回答

4.3%

消極的

2.8%

低い
12.4%

よくわからない
22.1%

当社では、引き続き株主アンケートを実施させていただき、みなさまのご意見・ご要望等を今後のタカノ通信の編
集に活かすとともに、より良いＩＲ活動の実施に活かしてまいりたいと考えております。次回のアンケートは2025
年6月開催の「定時株主総会の招集ご通知」に同封いたしますので、みなさまのご協力をよろしくお願いいたします。

株主アンケートのお願い

株主アンケート結果のご報告

その他
知名度

直近の業績

SDGsへの取り組み
直近の株価

財務内容
商品・サービス

収益性
独自性

経営方針・理念
配当利回り
事業の内容
将来性
安定性
株主優待 30.8%

16.0%
13.7%

7.8%
6.2%

4.5%
4.1%
4.0%
4.0%
3.8%

1.4%
1.4%
1.0%
0.7%
0.6%

その他

サステナビリティへの
取り組み

株主アンケート

経営方針・理念

事業の内容

業績・財務内容

商品・サービス 26.3%

24.6%

23.4%

11.8%

7.7%

5.0%

1.2%

株主優待の商品の種類を増やす予定はありますか？Q.

1000株以上ご所有の株主様には、長野県にちなんだ商品をカタログの中からお選びいただき、1点お送りしております。
2024年度の株主優待では、商品を1点追加し、合計7点の中からお選びいただけるようになりました。今後も株主のみな
さまのご意見を参考にしながら、魅力ある優待内容の検討を続けてまいります。

A.

議決権行使の電子化の予定はありますか？Q.

議決権行使の電子化につきまして、来年度以降の導入に向けて現在検討を進めております。A.

CSR、ESG、SDGsに関する取り組みをおしえてください。Q.

当社では「夢の実現」をミッションに掲げ、CSR（企業の社会的責任）、ESG（環境・社会・ガバナンス）、およびSDGs
（持続可能な開発目標）に基づいた活動を推進しております。その一環として、子どもたちの未来にモノづくりを伝える
活動「ミライ創造プロジェクト」に取り組んでおります。このプロジェクトは、次世代に技術と夢を伝えることで、持続
可能な社会の実現に貢献することを目指しています。詳細は下記当社ウェブサイトをご覧ください。
https://www.takano-net.co.jp/portal/csr/sdgs_02/

A.
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Consolidated Financial Statements中間期連結決算概要（要旨）

当中間連結会計期間
（2024年4月1日から2024年9月30日まで）

前中間連結会計期間
（2023年4月1日から2023年9月30日まで）

9,661

営業外収益
56

営業外費用
39

△398

11,568

75

172

263

特別損失
7

特別利益
275

△106△114

△381

売上高 営業利益 経常利益 親会社株主に
帰属する
中間純利益

売上高 営業損益 経常損益 親会社株主に
帰属する
中間純損益

税金等調整前
中間純損益

41
△49
△7

法人税、住民税及び事業税
法人税等調整額
法人税等合計

売上原価
販売費及び一般管理費

7,712
2,347

当中間期末
（2024年9月30日現在）

前期末
（2024年3月31日現在）

当中間期末
（2024年9月30日現在）

前期末
（2024年3月31日現在）

現金及び預金
8,758

有形固定資産
9,051

無形固定資産
441

投資その他の資産
4,650

有形固定資産
8,920

無形固定資産
526

投資その他の資産
4,586

流動負債
7,193
固定負債
953

株主資本
30,369
その他の

包括利益累計額
1,163

流動負債
5,151
固定負債
909

株主資本
29,958
その他の

包括利益累計額
1,170

現金及び預金
10,070

資産合計
39,679

流動資産
25,536

固定資産
14,143

資産合計
37,190

流動資産
23,157

固定資産
14,033

負債
6,061

純資産
31,128

負債・純資産合計
37,190負債

8,146

純資産
31,533

負債・純資産合計
39,679

住生活関連機器
5,063百万円
52.4%

産業機器
1,220百万円
12.6%

機械・工具
813百万円
8.4%
エクステリア
620百万円
6.4%

検査計測機器
1,943百万円
20.1%

セグメント別売上高構成比

当中間連結会計期間
（2024年4月1日から2024年9月30日まで）

連結キャッシュ・フロー計算書
営業活動により得られた資金は、1,632百万円（前年同期比291百万円減少）となりました。こ
れは主に、税金等調整前中間純損失114百万円、賞与引当金の減少額263百万円、投資有価
証券売却益275百万円、棚卸資産の増加額253百万円、仕入債務の減少額1,744百万円、法
人税等の支払額300百万円等により資金が減少した一方、売上債権の減少額3,995百万円、
契約負債の増加額611百万円等により資金が増加したことによるものです。
投資活動により得られた資金は、36百万円（前年同期比216百万円減少）となりました。これ
は主に、有形固定資産の取得による支出165百万円、無形固定資産の取得による支出129百
万円等により資金が減少した一方、定期預金の預入と払戻にかかる収支54百万円、投資有価
証券の売却による収入279百万円等の資金が増加したことによるものです。
財務活動により支出した資金は、365百万円（前年同期比22百万円増加）となりました。これ
は主に、親会社による配当金の支払額304百万円等によるものです。

Point

8,469

9,829
1,632

現金及び現金同等物の
期首残高

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物に
係る換算差額

現金及び現金同等物の
中間期末残高

営業活動による
キャッシュ・フロー

36 △365 56

売上高（外部顧客への売上高） セグメント損益
前中間期 当中間期 増減率 前中間期 当中間期 増減率

住生活関連機器 4,956 5,063 2.2％ △299 △152 －％
検査計測機器 3,740 1,943 △48.0％ 14 △295 －％
産業機器 1,613 1,220 △24.4％ 303 △52 －％
エクステリア 480 620 29.1％ 15 59 297.3％
機械・工具 777 813 4.6％ 26 53 105.0％
セグメント間取引消去 － － －％ 16 △11 －％

合　計 11,568 9,661 △16.5％ 75 △398 －％
（注）前連結会計年度末において、企業結合に係る暫定的な会計処理の確定を行っており、前中間連結会計期間の数値については、暫定的な会計処理の確定の内容を反映させております。

連結損益計算書の概要	 （単位：百万円） 連結キャッシュ・フロー計算書の概要	 （単位：百万円）

セグメント別概況	 （単位：百万円）

連結貸借対照表の概要	 （単位：百万円）
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Stock Information 株式の状況（2024年9月30日現在） Corporate Profile会社データ（2024年9月30日現在）

●株式・株主の総数
発行可能株式総数	 50,000,000株
発行済株式総数	 15,721,000株
株主数	 11,509名

●大株主	
株主名 持株数 持株比率

コクヨ株式会社 2,151,500株 14.13％
日本発条株式会社 2,151,500株 14.13％
堀井　朝運 1,487,400株 9.77％
株式会社鷹山 1,135,000株 7.45％
一般財団法人鷹野学術振興財団 380,000株 2.49％
タカノ従業員持株会 375,240株 2.46％
タカノ取引先持株会 353,300株 2.32％
日本マスタートラスト信託銀行株式会社 346,000株 2.27％
福井　利彦 327,300株 2.15％
株式会社八十二銀行 283,900株 1.86％
（注）1.	当社は、自己株式を499,420株保有しておりますが、上記大株主からは除外しております。

2.	持株比率は自己株式（499,420株）を控除して計算しております。
3.			日本発条株式会社の持株数には、同社が退職給付信託の信託財産として拠出している当社
株式1,000千株（持株比率6.56%）を含んでおります（株主名簿上の名義は「みずほ信託銀
行株式会社退職給付信託日本発条口再信託受託者株式会社日本カストディ銀行」です。

●所有者別株式の分布状況

●配当金および株価等のデータ

その他法人
5,396,101株（34.32％）

金融商品取引業者
16,555株（0.11％）

金融機関
1,747,000株（11.11％）

自己名義株式
499,420株（3.18％）

個人・その他
7,506,546株
（47.75％）

外国法人等
555,378株（3.53％）

株価

772円

単元株式数

100株

必要最低投資金額

77,200円

上記は2024年9月30日の終値を基に算定しております。
*2022/3（第69期）は、記念配当2円を含んでおります。

会社概要 役　員

ホームページのご紹介
タカノでは、株主・投資家の
みなさまへのタイムリーな情
報提供および双方向の情報交
換を目的に、ホームページに
会社情報を掲載しております。
ぜひご覧ください。

https://www.takano-net.co.jp/

グループ会社

2024年度の株主優待は、2024年9月30日現在の株主のみなさまを対象として、1,000株以上所有の株主のみなさまへは下
記7点の商品のなかから1点お選びいただき贈呈いたします。なお、商品は12月より※順次発送いたします。
100株以上1,000株未満所有の株主のみなさまへは、当社で販売している「高嶺ルビーはちみつラスクセット」を12月より
順次お送りいたします。
※「Ｂ.信州りんご」をご選択の場合は、商品の到着が12月下旬になる場合がございます。
※「Ｅ.信州富士見高原ハム・ソーセージ」をご選択の場合は、商品の到着が2025年1月になる場合がございます。

株主優待制度のご案内

インフォメーション

A.ウイスキー G. 南信州ビール【Ogna】 
飲みくらべ6本セットB.信州りんご D.なめたけ6本入り E. 信州富士見高原 

ハム・ソーセージ
F. 高嶺ルビー信州蕎麦

セットC.高嶺ルビーはちみつ

■1株当たり配当金/配当性向の推移

2020/3
第67期

2021/3
第68期

16.00

（円） （%）
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1株当たり配当金 連結配当性向

2022/3
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16.00

8.00

2023/3
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2024/3
第71期

18.00
20.00

－%

41.5%

27.2%
33.1%

50.6%

代表取締役社長 鷹 　野　　　準

専 務 取 締 役 鷹 　野　　　力

常 務 取 締 役 大 　原　明　夫

取 締 役 久留島　　　馨

取 締 役 下　島　久　志

取 締 役 植　田　康　弘

取 締 役 鷹　野　雅　央

取 締 役
（ 非 常 勤 ）

黒 　 田　康　裕

取 締 役
（ 非 常 勤 ）

吉 　 村　秀　文

社 外 取 締 役 鈴 　木　　　浩

取 締 役
（常勤監査等委員）

髙 　 嶋　　　厚

社 外 取 締 役
（ 監 査 等 委 員 ）

長 谷 川　洋　二

社 外 取 締 役
（ 監 査 等 委 員 ）

小 　 松　哲　夫

商 号 タカノ株式会社
本社所在地 長野県上伊那郡宮田村137
創 業 1941年7月1日
設 立 1953年7月18日
資 本 金 20億1,590万円
事 業 内 容 事務用椅子、その他椅子等のオフィ

ス家具、ばね、エクステリア製品、検
査計測装置、電磁アクチュエータ、医
療・健康福祉機器、臨床検査薬の製造
ならびに販売

従 業 員 数 618名
上場取引所 東京証券取引所　スタンダード市場

●株式会社ニッコー
住 所 長野県上伊那郡宮田村
事業内容 工具・器具機械等の仕入販売
資 本 金 90百万円
●タカノ機械株式会社
住 所 長野県上伊那郡宮田村
事業内容 省力化機械の製造販売
資 本 金 50百万円
●株式会社ユーキ・トレーディング
住 所 東京都台東区
事業内容 福祉用具・健康用品の輸出入および国内販売
資 本 金 10百万円
●台湾鷹野股份有限公司
住 所 中華民国台中市
事業内容 検査装置の保守サービス
資 本 金 20百万台湾元
●上海鷹野商貿有限公司
住 所 中華人民共和国上海市
事業内容 オフィス椅子等の仕入販売
資 本 金 50万米ドル
●香港鷹野国際有限公司
住 所 中華人民共和国香港特別行政区
事業内容 エレクトロニクス製品および製品にかかる

部品等の仕入・販売（輸出入）
資 本 金 1百万香港ドル
●鷹野電子（深圳）有限公司
住 所 中華人民共和国広東省深圳市
事業内容 エレクトロニクス製品および製品にかかる

部品等の仕入・販売（輸出入）
資 本 金 1百万人民元
●Takano	of	America	Inc.
住 所 米国カリフォルニア州トーランス市
事業内容 エレクトロニクス製品の仕入・販売
資 本 金 80万米ドル

 New  New   New  New 
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株主メモ

クラフトビールをご存知ですか？ここ数年、クラフト○○とい
う言葉をよく耳にします。クラフトチョコレート・クラフト

コーラ・クラフトジンなど多岐にわたります。クラフトという言
葉は、技能や技巧、手芸や工芸などの意味があり、その語源から
作り手が手間暇かけ、こだわって少量生産で作った商品をクラフ
ト○○と呼んでいます。当社の株主優待について、今年度新たに
南信州ビール株式会社のクラフトビール「Ogna（オグナ）」を優
待品とさせていただきました。ブランド名の由来は長野
（NAGANO）を構成する4つのアルファベット「N,A,G,O」を並
べ替えた造語であり、1996年に誕生した長野県第1号のクラフト
ビールメーカーとして、これからも長野という自然豊かな土地の
魅力が詰まったビールを作り続けていくという思いが込められて
います。皆様も是非一度、味わってみてはいかがでしょうか。

NAGANO trend 47

https://ms-beer.co.jp/

事 業 年 度 4月1日から翌年3月31日まで
定 時 株 主 総 会 毎年6月

基 準 日
定時株主総会　　3月31日
期末配当金　　　3月31日
中間配当金　　　9月30日

株 主 名 簿 管 理 人
三菱UFJ信託銀行株式会社

特別口座の口座管理機関

同 連 絡 先
三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部
東京都府中市日鋼町1-1　
郵送先 〒137-8081 新東京郵便局私書箱第29号
電話 0120-232-711（通話料無料）

単 元 株 式 数 100株

公 告 方 法
電子公告により行います。ただし、電子公告によ
ることができない事故・その他やむを得ない事由
が生じた場合は、日本経済新聞に掲載して行います。

（ 公 告 掲 載 ア ド レ ス ） http://www.takano-net.co.jp/ir/index.html

ご注意
1． 株主様の住所変更、単元未満株式の買取請求その他

各種お手続きにつきましては、原則、口座を開設さ
れている口座管理機関（証券会社等）で承ることと
なっております。口座を開設されている証券会社等
にお問合せください。株主名簿管理人（三菱UFJ信
託銀行）ではお取り扱いできませんので、ご注意く
ださい。

2． 特別口座に記録された株式に関する各種お手続きに
つきましては、三菱UFJ信託銀行が口座管理機関と
なっておりますので、上記特別口座の口座管理機関

（三菱UFJ信託銀行）にお問合せください。なお、
三菱UFJ信託銀行全国各支店にてもお取次ぎいたし
ます。

3． 未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行
本支店でお支払いいたします。

「クラフトビール」
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